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未来に夢がひろがる地域の学校をつくる       ～コミュニティ・スクールの創造～ 
学校教育目標 感じる つながる 自分から 「ありがとう」あふれる御所南の子ども 
      － ちがうって すてき  ちがうって おもしろい － 

小中一貫教育目標   未来に輝く小中一貫コミュニティ・スクールの創造 
目指す児童・生徒像  夢とあこがれをもち，自ら未来を切り拓き，よりよい社会を創造していく児童・生徒 

特色ある教育課程の実践 

「40 分授業 午前５コマ」 

学校独自の特色ある活動等に生かします 

（文部科学省 研究指定校） 

ハカセの時間 

 

４年生と５年生を対象に

自分の好きなもの・こと、

興味のあるもの・ことに、

とことんこだわり、そのも

の・ことを「もっと好きに」

「もっと深める」ことができ

る時間です。 

○○ハカセを目指していき

ます。 

 【午後の時間活用】 
・ 昼休み 確保 
・  昼から４０分の授業 ひとコマ 
〇 ハカセの時間の確保 
  自分の興味関心を個人探究し、夢中になる時間 
  昨年度から時間数を増やす 
〇 放課後の時間 
・ 子どもたちの自由な残り遊び確保 
・ 放課後の時間を使って図書館へ 

本校の子どもたちは、地域や家庭の温かさの中で、互いに思いやり尊重しながら行動することのできる子どもたちが多いです。また現代的

な諸課題や多くの他者と熟議する力もあります。一方で、相手に合わせて自分の意見が言えなかったり、受身の姿勢が見られたりするところ

もあります。これからの時代を生き抜くために、多様な他者と協働しながら最適解を見出していく力と共に、自分事として本気で課題に向き

合ったり、熱量をもって自分の考えやおもいを語ったり、対立する意見もおそれずに言えたりといった、自分らしく生きぬく力を身に付けて

ほしいと考えています。 

そこで１コマ４５分の授業を４０分授業にし、（余った５分を集めて）生み出した時間を、子どもたちが学ぶ楽しさを味わうことができるよ

うに工夫します。たとえば、学びを繰り返し、技能を身に付ける時間と、個別で学習する時間、個別で自分の好きなことを追究するハカセの

時間、体験を重視して社会の人とも協働で課題を探究していく時間をはっきりさせ、学ぶ楽しさを味わわせ、自信をつけ自己肯定感を高めて

いきたいと考えています。ただし、年間の授業時数や授業内容を変えることはありません。どうぞご理解の程よろしくお願いします。 

【午前の時間活用】 
【朝の集中しやすい時間を活用】 
〇 ４０分授業  
・単元の見通し、単元の計画立案（共有の時間） 
・情報収集、調べ学習、習熟（個別の時間） 
・議論、討議、話合い（協働の時間） 

１時間の授業形態をはっきりとさせ、子どもも
教師も見通しをもって 40 分の授業内容を精選
していく。 

 
〇 午前５コマ 
・８：４０～授業がスタート 
・中間休み ２０分は今まで通り確保 
・給食開始時間 １２：３０～ 
・給食時間 今まで通り確保 

わくわくわあく（家庭学習） 
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【めやすの下校時刻】 １年生・・14:15  2年生・・火（木）は14:55 月水（木）金は14:15  
3年生は火水（木）14:55 月（木）金14:15  4年生5年生・・14:55   
★日によって（ハカセの時間など）は、この時間の下校より遅くなる場合もあります。毎週の週予定を確認ください。 

生み出した時間の使い方 

★ ６年生は、京都御池中学校で今まで 
通り４５分授業で変更ありません。 

ごしょみなみタイム 

★総合の話し合いや 

学年集会の時間。 

★学年で歌う、群読をするなど

の表現活動 創作活動など

の時間。 

★自分のいのちやからだを 

知る保健の時間。 

★読解の時間 読書くらぶ。 

はがき新聞作成の時間。 

 

ぐんぐんタイム 

★基礎学習の時間 


